
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２４４０２

挑戦的萌芽研究

2013～2011

地域高齢者見守りに対する住民意識向上のための教育啓発プログラムの効果評価

Evaluation of effects of educational program promoting sense of watching elderly nei
ghbors on community-residents

００３１３２５５研究者番号：

河野　あゆみ（Kono, Ayumi）

大阪市立大学・看護学研究科・教授

研究期間：

２３６６０１０８

平成 年 月 日現在２６   ６   ２

円     2,800,000 、（間接経費） 円       840,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、地域高齢者への見守りに対する住民意識の向上を図る教育啓発プログラムを開
発し、その効果について評価を行った。プログラムは、「認知症高齢者への見守り活動」や「高齢者の地域見守りの必
要性と意義」をテーマとしたグループワーク・セッションであり、独自に作成した視聴覚教材を用いた。延べ94名の住
民に開発したプログラムを試行した結果、住民の理解度は高く、地域高齢者の孤立を防ぐために社会資源の活用や専門
機関との連携などの必要性に関する意見を住民から引き出すことができた。今後は本プログラムの効果について住民の
地域高齢者見守り行動の向上や虐待・孤独死等の発生状況に着眼して評価を行う必要がある。

研究成果の概要（英文）：The present study aimed to examine the effects of education programs promoting sen
se of watching elderly neighbors among community-residents. The programs included small lecture and group-
work session, which theme are "watching elderly neighbors with cognitive decline" and "significance and ne
cessity of watching elderly neighbors", utilizing audiovisual education materials which we have developed 
in the present study.  We have testified the programs to a total of 94 coummunity-residents and found that
 participants were comprehensive regard to the programs and they revealed that utilizing resources or coop
eration with professions and residents to prevent social isolation should be needed. Further investigation
 would be focused on effects of the programs, including compliance of watching behavior to elderly neighbo
rs on residents or occurrence of elderly abuse and solid death.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、地域高齢者をめぐる虐待や孤独死な
どが社会的問題として、取り上げられてきて
いる。地域高齢者の健康や生命を脅かすこれ
らの問題の背景には、地域内での人間関係が
希薄化し、人々同士の信頼関係やソーシャ
ル・キャピタル（人間関係資本）が低下して
いるため、高齢者やその家族の閉じこもり傾
向や孤立が一層進んでいることが指摘され
ている。 
地域高齢者の閉じこもりや孤立を予防し、
解決するための方策の一つとして、近隣周囲
で暮らす地域住民が高齢者の見守り活動を
行うことによって、高齢者が身体・心理・経
済的困窮に陥る前に早期に発見し、地域包括
支援センター等の専門機関につなげること
が挙げられる。また、2014年 10月 1日現在、
わが国の全人口における高齢化率は既に
24.1％にも達しており、介護保険制度による
居宅サービスなどフォーマルな保健医療福
祉資源のみに頼るには限界があり、住民同士
のインフォーマルなサポートの提供システ
ムを構築することも視野にいれることが重
要である。 
地域高齢者に対する見守り活動の具体的
な内容としては、①住民が高齢者宅を訪問し
て交流を図ること、②住民間で仕組みをつく
り、高齢者等の緊急時の連絡先などを把握し、
必要時に活用すること、③住民間で高齢者等
の安否確認を常日頃から行い、必要時、専門
機関や家族等に連絡を行うこと、④ゴミ出し
や買い物の手伝いなど、支援が必要な高齢者
の日常生活に関するボランティアやサポー
トを行うことなどが含まれると考えた。 
これらの地域住民による高齢者見守り活
動を展開するためには、住民の地域への愛着
や帰属感などと定義されるコミュニティ意
識を活性化させるとともに、地域で「適度な
世話焼き」が可能となる人間関係をつくるこ
との必要性が一般的に認知され始めてきて
いる。また、全国各地では、市町村自治体や
地域包括支援センター、市町村社会福祉協議
会などが民生委員、福祉ボランティアや自治
会等の住民組織と連携しながら、地域特性に
応じた高齢者への見守り活動などが実践さ
れている。 
しかしながら、地域住民の見守り組織の育
成等を試みた地域活動報告は、散見されてい
るが、地域住民に対する高齢者見守りの教育
啓発プログラムの方法論の妥当性等を学術
的に実証している研究報告は、ほとんどみら
れていない。 
 地域住民による地域高齢者への見守り活
動を効果的に定着させていくために、住民自
身が「地域高齢者への見守り活動がなぜ必要
なのか」を理解でき、自分が暮らす地域の特
徴に応じた取り組み内容や方法について、主
体性を持って、考えられるようになることが
必要である。そのためには、地域包括支援セ
ンターや行政機関等の地域看護職が推進役

となりながら、地域住民に対して、地域高齢
者への見守りに関する教育啓発を行うこと
が重要である。 
本研究にて効果的な教育啓発プログラム
を確立することによって、地域高齢者への見
守り活動を展開できる住民の志向性を養い、
地域におけるインフォーマルなサポート体
制の構築に役立つと考える。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、地域高齢者への見守りに
対する住民意識の向上を図る参加型教育啓
発プログラムを開発し、その効果を評価する
ことである。 
本研究の目的を達成させるために、第一段
階としては、地域住民が高齢者見守りの必要
性と今後の地域での取り組みについて主体
的に考えられる視聴覚教材を作成し、それを
活用した参加型教育啓発プログラムを地域
住民に試験的に提供し、教材の汎用性を評価
した（視聴覚教材の汎用性の評価）。 
さらに、第二段階としては、ある地域の住
民に対して、ミニ講義と視聴覚教材を用いた
プログラムを提供し、地域住民の高齢者見守
り意識の向上への効果について、定質的に評
価することとした（教育啓発プログラムの効
果評価）。 
 
３．研究の方法 
（１）視聴覚教材の汎用性の評価 
①視聴覚教材の作成 

 地域住民が認知症高齢者への見守りに関
する適切な考え方を学習することをねらい
とした視聴覚教材を作成した。 
視聴覚教材を作成するにあたっては、地域
包括支援センターや行政の高齢者介護部門
の看護職や福祉職にインタビューを行い、住
民による見守りが必要であった高齢者の実
例などを数例把握した。インタビューで把握
した実例をもとに、研究者らでシナリオを作
成した上で、専門業者等に依頼して動画によ
る視聴覚教材を作成した。 
 さらには、作成した視聴覚媒体の内容から、
住民から地域見守りに対する適切な考え方
を引き出すためのクエスチョンを考え、視聴
覚教材を用いたグループワーク・プログラム
「認知症高齢者への見守り活動」を作成した。 
 
②視聴覚教材の汎用性の評価 

 視聴覚教材の汎用性を評価するために、
2012年 9月に、A町の民生委員 39名を対象
者として、グループワーク・プログラム「認
知症高齢者への見守り活動」を試行した。 
評価方法としては、プログラム実施後に対
象者に対して、質問紙による調査を行った。 
調査内容は、対象者の基本的属性のほか、日
常の認知症高齢者へのかかわりの程度、認知
症高齢者介護の経験、認知症への関心の程度、
視聴覚教材の評価について５項目、プログラ
ム全体への評価について２項目を把握した。



視聴覚教材やプログラム全体への評価につ
いては、各項目「とてもそう思う」「ややそ
う思う」「あまり思わない」「まったく思わな
い」の４段階のリッカート式評価を行った。
なお、質問紙は、無記名で回収した。 

 
（２）教育啓発プログラムの効果評価 
 教育啓発プログラムについては、ミニ講義
と既存の視聴覚教材を用いたグループワー
ク・プログラム「高齢者の地域見守りの必要
性と意義」を作成した。ミニ講義は、①地域
での高齢者の見守りの必要性、②地域高齢者
の健康レベルと地域見守り、③地域とともに
考える見守り活動とから構成される３つの
フレームワークを組み立てて進めた。 
既存の視聴覚教材の内容は、セルフ・ネグ
レクトの状態にある独居高齢者が別居する
息子家族や近隣の住民がかかわることを拒
否し、孤独死に至るというものであった。グ
ループワークでは、「なぜ、この事例が周囲
に助けを求められなかったのか」と「孤独死
を発生させないために地域や近隣でどのよ
うな取り組みをしたらよいのか」という２つ
のクエスチョンについて、対象者に話し合っ
てもらい、研究者がフィードバックを行った。 
 これらのプログラムを評価するために、
2013年 9月に、B市の地域住民 55名に対し
て、試験的にプログラムを提供した。なお、
実施に際しては、55名の対象者の居住地区に
よって２グループに分け、同一内容のプログ
ラムを２回提供した。 
 評価方法については、グループワークやフ
ィードバックでの参加者の発言内容を記録
し、まとめた。 
 
（３）倫理的配慮 
 本調査の目的、趣旨とプライバシーの保護
について、文書と口頭で説明し、同意を得た。
得られたデータについては匿名化して分析
を行うこと、データについては目的以外では
使用しないこと、研究協力は自由意思に基づ
くものであり、いつでも中止可能であること、
研究に参加しなくても不利益は甲村いない
ことについて、説明を行った。 
なお、質問紙調査については、質問紙を提
出することによって、調査協力の同意を得た
ものとした。 
 
４．研究成果 
（１）作成した視聴覚教材の概要 
 作成した視聴覚教材のタイトルは、「ご近
所が気づく認知症のサイン」である。具体的
な内容は次のとおりである。まず、未婚の息
子と暮らす日中独居の高齢女性が消費者被
害や物盗られ妄想、徘徊などの認知症の初期
症状を呈するようになる一方、息子は、母親
の状況に困り、鍵をかけて母親を閉じ込める
という行動をとる。その様子を近隣に暮らす
住民がおかしいと感じるという内容である。
本教材では、異変に気づいた近隣の住民がど

のようにかかわるべきか、参加者からの意見
を引き出せることを想定して、教材中で情報
を提示した。 
また、教材の随所に、視聴者が認知症の初
期症状が理解できるように「気づきのポイン
ト」を挿入した。教材の持続時間は約 10 分
程度とし、高齢の視聴者に理解しやすいよう
に、言葉の言い回しや媒体の表示方法などに
ついて工夫を行った。 

 
（２）視聴覚教材の妥当性の評価 
 グループワーク・プログラム「認知症高齢
者への見守り活動」において、視聴覚教材の
妥当性を評価するための調査対象者 39 名の
うち女性は 79.5％であり、年代は 50 代が
15.4%、60代が 48.7％、70代が 33.3％であっ
た。対象者のうち、認知症高齢者と現在かか
わっている者は 43.6％、認知症高齢者介護に
かかわったことのある者は 46.2％であった。
認知症に関心や興味のある者は 92.3％とほぼ
全員の対象者が関心や興味を持っていた。 
 視聴覚教材に対する評価については、登場
人物の会話内容についてわかりやすかった
と回答した者は 97.5%、物語がわかりやすか
ったと回答した者は 74.4％、認知症のサイン
について理解できたと回答した者は 97.5%、
近隣で実施に起こりそうな内容だと思った
者は 89.7%、認知症高齢者へのかかわり方に
役立つ内容だと思った者は 89.7％であった。 
 プログラム全体への評価としては、認知症
高齢者への地域見守り支援について理解で
きたと回答した者は 94.8%、プログラムは面
白かったと回答した者は 97.5％であった。自
由回答としては、「視聴覚教材を多く用いた
研修を行ってほしい」「グループワークで何
をしたらよいかとても良くわかった」という
意見がみられた一方、「視聴覚教材に判断材
料が多く持てるように情報をもう少し多く
してほしい」「登場人物の性格や生活背景等
が不明なので解決手段を考えるには少し足
りない」という意見もみられた。 
 
（３）教育啓発プログラムの効果評価 
 グループワーク・プログラム「高齢者の地
域見守りの必要性と意義」については、対象
者 55名から、次のような意見がみられた。 
 まず、「近隣のつながりが低下する中、地
域で起きていることを発見するために社会
資源を活用する必要性」が挙げられた。具体
的には、「①自治会組織等を活用して毎月 65
歳以上の高齢者全数に訪問を行う」、「②地域
で行事を行い、閉じこもりを予防する場やチ
ャンスを企画する」、「③新聞や飲料の配達者
と連携して、要援護者の状況を把握する」な
どの意見がみられた。 
 第二に、「困難な問題には、地域包括支援
センター、行政、医療機関などと連携し、専
門職が介入できるように住民から情報提供
等を行う」が挙げられた。具体的には、「①
住民では対応できない場合は、地域包括支援



センターの相談窓口などの専門機関をうま
く活用する」、「②見守りを拒否する高齢者に
は、地域包括支援センターや社会福祉協議会
などに連絡して、対応してもらう」などの意
見がみられた。 
 一方で、「孤独死などは本人の問題である
ので放っておくしかない」や「行政が孤独死
の危険のありそうな住民をみるべきである」
など否定的な意見もみられた。 
 
（４）得られた成果の位置づけと今後の展望 
 本研究の特徴は、支援が必要な地域高齢者
ができるだけ自立して在宅生活ができるた
めには、地域住民の見守りが必要であると考
え、地域高齢者への見守りに対する住民意識
の向上を図る参加型教育啓発プログラム開
発を試みたことである。 
 本研究では、地域住民が地域で暮らす高齢
者の生活や見守り活動に関心を持つことが
できる視聴覚教材やプログラムを作成し、そ
の汎用性を評価した。その結果、参加者のプ
ログラムの理解度は高く、住民から地域での
孤立を防ぐために社会資源を活用する必要
性や専門機関との連携などの意見を引き出
すことができた。 
 今後は、これらの教育啓発プログラムを地
域で提供することにより、①住民の地域高齢
者に対する見守り行動が実際に活性化する
のか、②さらにはその地域における閉じこも
りや孤立を原因とした虐待や孤独死が予防
できるのか、という観点から効果評価を実証
的に行うことが必要と考える。 
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